従妹への 手紙 

_ I 「子供の 家」 の 物語 II 

宫本 百合 子 



今から 十四 年 前、 ソヴ エト 同盟が 新しい 社会 を 建て 

た 時、 つまり 革命 を やった 時、 沢山の 労働者. 農民の 

闘士が 赤色 戦線で たおれた。 間もなく、 ひどい チブス 

が 流行して、 それでも 大勢の ものが 死んだ。 子供 も 死 

ん だが 大人 も 死んで、 孤児が ゥン とでき ました。 

そういう 孤児 をソヴ ェ ト 同盟で は 立派な 働きて とし 

て 育てる ために 多くの 費用 を かけて 国家で 「子供の 家」 

を 組織した のが そもそも 「子供の 家」 の はじまりです。 

今では、 モスクワみ たいに 大きい 都会 だと 各 区に 一 

つ 以上の 「子供の 家」 を もっている。 だんだん 「子供 

の 家」 にも いろんな 種類が できて、 日本で いう 不良 少 



角 を 見上げて は、 右へ、 また 右へ と 静かな 通り を 進み 

ました。 (モスクワ では 町の 角々 の 家の 壁に ちゃんと 

町名 札が 出て いるから、 探す ときには それ を 目 あてに 

歩く のです) 

暫く 行く と 左側に 「母と 子の 健康 相談所」 の カンパ 

ンの 出た 建物が ある。 その 二 軒ば かり 先が 「五月 一日 

の 子供の 家」 です。 

もとは 誰か ブル ジョァ の 住居だった とみえて、 正面 

に は 円柱が 並んだり した 大きな 家です。 横手に 板塀が 

めぐらされ ていて、 通用門 は そこに ある。 

ずっと 入って 行く と、 玄関のと ころで 赤い ネクタイ 



をつ けた 可愛い ピオ 二 ェ ー ルの 少女と 少年が 声 を そろ 

えて 嬉しそうに、 

「あ、 来た、 来た！」 

そして、 こっちへ かけ 出して きました。 

フ ，- ん にち は！」 

「こんにちは！ あなたがたでしょう？ 日本から き 

た 作家た ちとい うの は —— 」 

「電話で 知ってい たんです」 

「さァ こっちで 外套ぬ いで 下さい」 

われわれの まわり は 忽ち 珍ら しそうに とりまいた 十 

から 十五 六までの 少年少女で いっぱいです。 なかの 一 
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人力 

「じ や 私 アンナ • ド ミトリ ェ ー ヴナ にそう 云 つてく る 

わ」 

奥の 方へ かけて 行きます。 

玄関から 左手の 奥の 方 は 女 先生、 アンナ • ド ミトリ 

ェ ー ヴナの 住居に なって いるら しい 様子です。 つき 当 

りの 窓に 水栽培の ヒ ヤシン スの 瓶な どが かざって ある。 

子供た ちから 見る と 丁度お 祖母さん ぐらいの 年恰好 

の 女 先生が、 きれいな 白髪で、 しかし 元気そう な 顔つ 

きで 出て 来ました。 

「ようこそ！ 子供た ち はさつ きから 待って いました 



「私 も …… 」 

「 ェ レ ー, K もそう です」 

「では 三人で、 このお 客さん がた によく いろいろ 説明 

してお あげなさい。 また あとで 御 質問が ありましたら 

私が お答えし ますから …… じ や、 ごゆつ くリ、 どうぞ」 

ずいぶん 日本の そういう ところと 様子が 違う でしよ 

う？ 

ソヴ エト 同盟で は 小学校から ズッと 生徒に 自分た ち 

の 力で 級の 仕事 を やつ て ゆく ように 育てられ ています _ 

級長なん かとい ぅス マした 優等生が、 先生の 小さい 

出店み たいな こと をす るので はない。 級 全体が 選挙し 



—— わかりました ね？」 

すると、 口 を そろえて みんなが、 

「わかりました！」 

「わかったです！」 

「わかりました！」 

またす ぐ 晴れ晴れ として、 さァ 食事 だ！ 

ス— プの 次に は、 ひき 肉 を 入れて 煮た ジャガ 薯が出 

ました。 

食べな がらの 話。 I 

「あなたがた ピオ 二 ェ —ル なの？」 

「ええ。 でも ピオ ニェ— ル でない のが 一人い る わ」 



二階から、 今度 は ズッと 降りて 半 地下室へ 出かけた。 

ここに は 炊事場、 フロ 場、 洗濯 場、 裁縫 場な どが あり 

ま ^9 

炊事 当番の 少年少女が、 太って 大きい 炊事が かりの 

小母さんの 手伝い をして アルミの 鉢 を 洗って いる。 小 

母さん は、 漏れ 手で 元気に 働いて いる 子供た ち を 示し 

な 力ら 

「どうです？ ソヴ エトの ピオ ニェ ー ルは！ 理屈 を 

頭で 知ってい るば かりじ やないで しょう。 よく みんな 

のために 働く 手 を 持つ てるでしょう」 

実際そう だ。 が、 ひとつ、 ぜひ 澄 子さん に 云って よ 



社会の 子、 です。 

仕合わせになる よう、 いい 働きて となる よう、 国家 

(働く ものの 社会的 連帯) の 力で 育て あげる。 その 証 

拠に は、 この 「五月 一 日の 子供の 家」 にしろ、 暮 して 

いる 子供達 を 御覧なさい。 実に 快活で、 朗らかで、 生 

粋の ピオ 二 ェ ー ル たちです。 

わたし 達 は 子供た ちが 出して 何 か 書いて くれと いう 

手帳に 次のように 書きました。 

「みなさん！ 

わたし 達 は みなさんに 会って 本当に うれしい と 思い 

ます。 ソヴ エト 同盟の 新しい 社会の 値う ちがみ なさん 
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